
　
野
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

「
も
し
も
」
の
時
の
意
思
決
定
を
支

援
す
る
た
め
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
の
無
償
配
布
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

♦
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
と
は

　
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
は
、
あ
な

た
に
万
が
一
の
こ
と
が
あ
っ
た
と
き

に
、
伝
え
た
い
こ
と
や
、
残
さ
れ
た

人
に
と
っ
て
必
要
な
こ
と
を
ま
と
め

て
お
く
た
め
の
も
の
で
す
。

　
ま
た
、自
分
の
こ
れ
ま
で
を
振
り

返
り
、こ
れ
か
ら
先
の
人
生
を
考
え

る
た
め
の
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

　
あ
な
た
や
、あ
な
た
の
家
族
、周
囲

の
人
の
助
け
と
な
る
１
冊
で
す
。

※
こ
の
事
業
は
、
赤
い
羽
根
共
同
募

金
の
助
成
を
受
け
、
実
施
し
ま
す

　
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
書
き
方

や
、
活
用
方
法
を
お
伝
え
す
る
た
め

に
「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
書
き
方

講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
参
加
さ
れ
る
方
に
は
当
日
、
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
１
冊
差
し
上
げ

ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　
※
す
で
に
社
会
福
祉
協
議
会
で
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
受
領
さ
れ
て

い
る
方
は
、
当
日
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
〕平
成
30
年
12
月
８
日（
土
）

　
　
　
10
時
か
ら
11
時
ま
で

〔
対
象
と
な
る
方
〕

　
市
内
在
住
の
方(

代
理
の
受
領
可)

〔
料
金
〕
無
料
。１
人
１
冊
ま
で

〔
配
布
場
所
〕

①
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

　（
鶴
奉
５

−

１

�

総
合
福
祉
会
館
２
階
）

②
社
会
福
祉
協
議
会
関
宿
出
張
所

　（
古
布
内
１
９
４
４

−

２
）

�

※
窓
口
で
配
布
し
ま
す

〔
配
布
時
間
〕

　
８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分

　�（
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を

除
く
）

〔
そ
の
他
〕

　
配
布
す
る
際
に
、
簡
単
な
ア
ン

ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す

♦
書
き
方
講
座
を
開
催
し
ま
す

〔
会
場
〕
関
宿
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
や
す
ら
ぎ
の
郷
会
議
室

　
　
　（
古
布
内
１
９
４
４

−

２
）

〔
参
加
費
〕
無
料

〔
定
員
〕
50
名
（
先
着
順
）

〔
申
込
方
法
〕

　
11
月
5
日(

月)

か
ら
11
月
22
日

（
木
）
ま
で
に
電
話
で
お
申
込
み
く

だ
さ
い

〔
連
絡
先
〕

　
野
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
７
１
２
４

−

３
９
３
９

ど
ん
な
制
度
な
の
？

　
成
年
後
見
制
度
と
は
、
認
知
症
や
知
的
障
が

い
、
精
神
障
が
い
な
ど
の
理
由
で
判
断
能
力
が
十

分
で
な
い
方
の
預
貯
金
の
管
理
や
日
常
生
活
で
の

様
々
な
契
約
な
ど
を
支
援
し
て
い
く
制
度
で
す
。

利
用
す
る
に
は
？

　
成
年
後
見
制
度
を
利
用
す
る
に
は
家
庭
裁
判
所

へ
の
申
立
て
が
必
要
で
す
。

（
裁
判
所
が
、
支
援
す
る
代
理
人
を
決
め
ま
す
）

制
度
の
種
類
は
？

　
成
年
後
見
制
度
は
、
大
き
く
分
け
る
と
法
定
後

見
制
度
と
任
意
後
見
制
度
の
２
つ
が
あ
り
ま
す
。

【
法
定
後
見
制
度
】

　
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
方
の
代
理
人
を
決
め

支
援
す
る
制
度

【
任
意
後
見
制
度
】

　
現
在
は
判
断
能
力
の
あ
る
方
が
、
将
来
に
備
え

て
、
判
断
能
力
が
十
分
で
無
く
な
っ
た
時
の
代
理

人
を
あ
ら
か
じ
め
自
分
で
決
め
て
お
く
制
度

相
談
す
る
に
は
？

　
野
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
野
田
市
成
年

後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
成
年
後
見
制
度

に
関
す
る
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　「
こ
ん
な
こ
と
で
困
っ
て
い
る
」
「
成
年
後
見

制
度
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
」

な
ど
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。(

☎
７
１
２
４

−

３
９
３
９)

（
家
庭
裁
判
所
へ
の
申
立
て
の

同
行
や
、
代
行
は
で
き
ま
せ
ん
）

「
も
し
も
」
の
時
に
備
え
る
た
め
に

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
無
料
配
布

知
っ
て
安
心
「
成
年
後
見
制
度
」
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災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
本
人
の
自
発

的
な
意
思
と
責
任
に
よ
り
被
災
地
で
の
活

動
に
参
加
・
行
動
す
る
こ
と
が
基
本
で
す
。

　
被
災
地
の
情
報
を
収
集
し
、
必
ず
現
地

に
設
置
さ
れ
て
い
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
に
事
前
に
連
絡
し
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
方
法
や
注
意
点
に

つ
い
て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
災
害
時
の
民
間
の
支
援
活
動
と
し
て

は
、
寄
付
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
良
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
気
持
ち
を
被
災
者
に
届

け
る
た
め
に
は
、
そ
れ
を
仲
介
し
た
り
、

支
援
す
る
役
割
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　
全
国
組
織
の
民
間
団
体
で
あ
る
社
会
福

祉
協
議
会
は
、
行
政
、
地
域
組
織
、
企

業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
連
携
し
、
地
域
を
こ

え
た
支
援
活
動
の
情
報
提
供
や
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
機
能
を
活
か
し
、
被
災
者
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
義
援
金
は
、
災
害
に
よ
り
被
災
さ
れ
た

方
へ
の
見
舞
金
と
し
て
の
性
質
を
持
つ
と

と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
の
当
面
の
生
活

を
支
え
る
資
金
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
野
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
千
葉

県
共
同
募
金
会
の
窓
口
と
し
て
、
義
援
金

を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　
義
援
金
は
、
千
葉
県
共
同
募
金
会
を
通

じ
、
被
災
状
況
に
応
じ
て
按
分
の
上
、
被

災
者
の
方
々
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

【
現
在
受
付
中
の
主
な
義
援
金
】

・
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害

・
平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

　
近
年
の
台
風
等
に
よ
る
風
水
害
や
地
震

災
害
時
に
は
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

が
大
き
な
力
を
発
揮
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
お
け
る
大
き
な
役
割
の
一
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
は
大
き
な

期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
が
、
一
方
で
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
被
災
地
の
人
々
や
他

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
負
担
や
迷
惑
に
な
ら

な
い
よ
う
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
一
人
ひ
と
り

が
自
分
自
身
の
行
動
と
安
全
に
責
任
を
持

つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

現
地
の
状
況
と
受
け
入
れ
に
つ
い
て

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
を
し
て
い

る
市
町
村
や
現
地
の
情
報
に
つ
い
て
は
全

社
協
被
災
地
支
援
・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

情
報
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【h
ttp
s://w

w
w
.sa
ig
a
iv
c.co
m

】

か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

募
集
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
種
類
や

受
付
方
法
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
加
入
に
つ
い
て

　
被
災
地
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
く
際
は

必
ず
事
前
に
在
住
地
の
社
会
福
祉
協
議
会

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
へ
の
加
入
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
災
害
の
状
況
に
よ

り
、
タ
イ
プ
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
詳
細

は
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

タイプ・

プラン
Ａプラン Ｂプラン

基本タイプ 350 円 510 円

天災タイプ 500 円 710 円

　
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
地
域
の
み
な
さ
ま
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
福
祉
関
係
者
な
ど
の
ご
協
力
を

得
な
が
ら
、
共
に
考
え
実
行
し
て
い
く
民

間
の
福
祉
団
体
で
す
。

　
野
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
地
区

社
協
を
核
と
し
た
地
域
で
の
活
動
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
育
成
、
支
援
な
ど
、
様
々
な

地
域
福
祉
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
み

な
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
会
費
は
、
地
域

福
祉
活
動
を
推
進
す
る
上
で
、
貴
重
な
財

源
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
会
費
の

一
部
は
、
地
区
社
協
の
活
動
費
と
し
て
還

元
さ
れ
て
い
ま
す
。

〔
還
元
方
法
〕

　
具
体
的
な
還
元
方
法
は
、
一
般
会
費
納

入
額
の
う
ち
、
市
社
協
納
入
額
300
円
を
超

え
た
額
と
特
別
会
員
納
入
額
の
40
％
を
地

区
社
協
に
還
元
し
ま
す
。

　
一
般
会
費
は
、
１
世
帯
あ
た
り
500
円
以

あ
な
た
の
会
費
で
地
域
福
祉
が

支
え
ら
れ
て
い
ま
す

～
会
費
の
一
部
は
地
区
社
協
に
還
元
し
活
動
費
へ
～

ス
カ
ウ
ト
連
協
に
よ
る
街
頭
募
金
活
動

　
７
月
に
発
生
し
た
豪
雨
災
害
の
被
災

者
救
援
の
た
め
、
野
田
市
ス
カ
ウ
ト
連

絡
協
議
会
に
よ
る
街
頭
募
金
活
動
が
行

わ
れ
、
34
万
2
千
856
円
の
義
援
金
を
お

寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

上
（
年
額
）、特
別
会

費
は
１
世
帯
千
円
以

上
で
す
。

　
み
な
さ
ま
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

たくさんの方にご協力いただきました

※�加入プラン等の詳細はお問い合わせくだ

さい

被
災
地
支
援
・

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報

災
害
義
援
金
の
受
付

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
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戦
後
の
荒
廃
が
残
る
昭
和
22

年
に
始
ま
っ
た
赤
い
羽
根
共
同

募
金
は
、
み
な
さ
ま
に
支
え
ら

れ
、
今
年
71
回
目
を
迎
え
ま

す
。

「
共
同
募
金
」
は
、
集
め
て
か

ら
使
い
み
ち
を
決
め
る
の
で
は

な
く
、
集
め
る
前
に
団
体
・
施

設
な
ど
か
ら
の
要
望
を
受
け
付

け
る
「
計
画
募
金
」
で
す
。
民

間
社
会
福
祉
の
資
金
と
し
て
、

30
％
が
県
内
の
民
間
社
会
福
祉

施
設
等
に
、
70
％
が
野
田
市
社

会
福
祉
協
議
会
に
配
分
さ
れ
、

地
区
社
協
活
動
や
福
祉
団
体
の

育
成
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
へ

の
支
援
な
ど
、
地
域
の
福
祉
活

動
を
幅
広
く
支
え
て
い
ま
す
。

　
12
月
の
１
か
月
間
は
、「
つ
な

が
り�

さ
さ
え
あ
う�

み
ん
な
の

地
域
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
「
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
」

が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
共
同
募
金
運

動
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
も

の
で
、
募
金
の
全
額
が
社
会
福

祉
協
議
会
へ
配
分
さ
れ
ま
す
。

　
新
た
な
年
を
迎
え
る
時
期

に
、
援
助
や
支
援
を
必
要
な
方

が
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
実
施
さ
れ
る
も

の
で
、「
歳
末
見
舞
金
」、特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
者
へ
の

「
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
」
及

　
ま
た
、
大
規
模
災
害
が
発
生

し
た
際
の
備
え
と
し
て
募
金
の

３
％
以
内
を
「
災
害
等
準
備

金
」
と
し
て
積
み
立
て
て
お

り
、
こ
の
積
み
立
て
は
大
規
模

災
害
が
起
こ
っ
た
際
に
、
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
な

ど
、
被
災
地
を
支
援
す
る
た
め

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
、

「
じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
し

く
み
。
」
を
テ
ー
マ
に
、
住
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
、
高
齢
者
・

障
が
い
者
・
子
ど
も
へ
の
支
援

活
動
等
、
市
民
自
ら
の
行
動
を

応
援
し
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

び
、
70
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し

で
要
介
護
1
以
上
の
方
を
対
象

と
し
た
「
エ
ア
コ
ン
・
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
」
の
事
業
費

と
し
て
配
分
さ
れ
ま
す
。

　
市
内
各
地
で
、
街
頭
募
金
活

動
も
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
み
な

さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

募金

配分

　�

　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
を
自

治
会
費
と
一
括
で
集
め
る
の

は
強
制
で
あ
り
、
違
法
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　�

　
募
金
の
集
金
方
法
に
つ
き

ま
し
て
は
、
各
町
内
会
や
自

治
会
の
総
会
等
に
お
い
て
一

括
で
の
集
金
ま
た
は
、
募
金

は
別
で
集
金
す
る
方
法
等
、

承
認
さ
れ
た
方
法
に
沿
っ
て

お
願
い
を
し
て
お
り
ま
す
。

　�

　
し
か
し
な
が
ら
、
募
金
は

あ
く
ま
で
も
任
意
の
募
金
で

あ
り
ま
す
の
で
、
自
治
会
費

と
一
括
で
の
集
金
方
法
で

あ
っ
て
も
、
赤
い
羽
根
共
同

募
金
に
ご
賛
同
を
頂
け
な

い
、
遠
慮
し
た
い
と
お
考
え

の
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お

願
い
を
す
る
も
の
で
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。

　�
　
募
金
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
の
地
域
福
祉
活
動
に
活
用

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
主
旨
に

ご
賛
同
を
い
た
だ
け
る
方
に

お
願
い
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　�

　
今
後
と
も
当
募
金
の
主
旨

を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
ご

協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

ＱＡ

エアコンクリーニングで
住宅環境の改善

市内各地にて街頭募金を展開

散髪でリフレッシュ
（訪問理美容サービス）

 

12
月
か
ら
は

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
が
は
じ
ま
り
ま
す 
あ
な
た
の
募
金
は
、
あ
な
た
の
町
へ

「
み
ん
な
」
が
主
役
！
地
域
を
良
く
す
る
運
動
で
す

よ
く
あ
る
質
問
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★県立野田特別支援学校（鶴奉）
＊文化祭（のだ特フェスタ）のお手伝いボランティア
〔内　容〕・児童及び生徒のお手伝い
	 ・ステージ発表用の用具の出し入れ
	 ・各会場の片づけ
〔日　時〕11月17日（土）8時30分から16時
〔年　齢〕18歳以上
〔その他〕動きやすい服装で上履き、飲み物持参
	 昼食、お茶は学校で用意

▲特別養護老人ホームすばる（上三ヶ尾）
＊習字ボランティア
＊曜日・時間は応相談
＊資格は特に必要なし。道具は施設が用意

▲ブリスイン野田（宮崎）
＊大正琴サークルで指導してくださる方
＊月1回から2回　火曜日か金曜日　
　14時から16時の間の1時間
＊曜日・時間は応相談

記号説明　▲高齢者施設　★イベント

「私にもできそうだな」と思うものがあったらボランティアセンターまでご連絡ください。お待ちしています。

　
12
月
1
日
（
土
）
に
第
17
回
市

民
ふ
れ
あ
い
ハ
ー
ト
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　
17
回
目
を
迎
え
る
本
イ
ベ
ン
ト

は
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

理
念
を
基
本
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
地
区

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
、
様
々
な

市
民
活
動
団
体
が
、
活
動
紹
介
や

発
表
、
実
演
、
体
験
な
ど
を
行
う

も
の
で
す
。

　
中
央
公
民
館
前
の
時
計
の
広
場

で
は
好
評
の
模
擬
店
も
多
数
出
店

し
ま
す
。

　
今
年
は
、
中
央
公
民
館
講
堂
に

て
、
岩
木
小
学
校
に
よ
る
吹
奏
楽

が
披
露
さ
れ
ま
す
。

　
文
化
会
館
ロ
ビ
ー
で
は
、
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

も
同
時
開
催
さ
れ
、
恒
例
の
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
（
景
品
あ
り
）
も
実

施
さ
れ
ま
す
。

　
12
月
１
日
か
ら
３
日
午
前
11
時

ま
で
の
3
日
間
、
中
央
公
民
館
講

堂
で
、
市
内
小
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ポ
ス
タ
ー

の
展
示
を
行
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
家
族
揃
っ
て
お
越
し

く
だ
さ
い
。

〔
場  

所
〕
総
合
福
祉
会
館
及
び
中
央
公
民
館

　
　
　
　
中
央
公
民
館
前
の
時
計
の
広
場

〔
主  

催
〕
市
民
ふ
れ
あ
い
ハ
ー
ト

　
　
　
　
ま
つ
り
実
行
委
員
会

〔
問
合
せ
〕
野
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
☎
７
１
２
４

−

３
９
３
９

「みて、体験して、遊んで」体験型イベント

楽しい発見が盛りだくさん！ ぜひご来場ください！

●活動展示　ボランティアグループ等の活動紹介
●実演・体験　ｸﾗﾌﾄ、認知症講座、ｼﾙﾊﾞｰﾘﾊﾋﾞﾘ体操、
昔あそび体験、要約筆記、手芸、ﾊﾞﾙｰﾝｱｰﾄ等
●発表　よさこいｿｰﾗﾝ、健康予防体操、ﾊﾜｲｱﾝﾌﾗﾀﾞﾝ
ｽ、ﾏｼﾞｯｸ、ﾊｰﾓﾆｶ演奏、ｻｯｸｽとﾎﾞﾝｺﾞ演奏等
●販売　蕎麦、りんご、とん汁、おにぎり､焼菓子、
縫製製品、切り花、苗木、ｸｯｷｰ、ﾊﾁﾐﾂ、雑貨等
●その他　岩木小児童による吹奏楽の披露
　※内容が変更になる場合があります。

市民ふれあいハートまつり

あなたもLet´sボランティア

問合せ　野田市ボランティアセンター　☎７１２４−３９３９

〔日　時〕11月24日（土）13時から16時
〔場　所〕勤労青少年ホーム体育室
　　　　　※動きやすい服装で上履き持参
〔内　容〕体育館で軽スポーツやレクリエーション

「じょいんと」は「野田市手をつなぐ親の会」と共催で年に
３回実施している知的障がい者とボランティアの集いです。

★ 秋のじょいんと
知的障がい者のみなさんと一緒に軽スポーツを楽しもう！ 

どきどきのレクリエーションの様子

ボ ラ ン テ ィ ア 情 報

12
月
１
日
は
、
家
族
み
ん
な
で
中
央
公
民
館
へ

市
民
ふ
れ
あ
い
ハ
ー
ト
ま
つ
り
を
開
催

開会式の手話コーラスの様子

ポ
ス
タ
ー
展
の
開
催
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野
田
市
出
身
の
落
語
家
・
鈴
々

舎
馬
風
師
匠
と
馬
風
一
門
に
よ
る

「
寄
席
鑑
賞
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
年
は
、
一
昨
年
会
場
を
笑
い

の
渦
に
包
み
込
み
、
好
評
を
博
し

た
毒
蝮
三
太
夫
さ
ん
と
馬
風
師
匠

の
夢
の
共
演
と
な
り
ま
す
。

　
寄
席
鑑
賞
会
は
、
ど
な
た
様
も

入
場
無
料
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
当
日
は
、
市
民
ふ
れ
あ
い
ハ
ー

ト
ま
つ
り
も
同
時
開
催
さ
れ
ま
す

の
で
、
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。

〔
日
時
〕平
成
30
年
12
月
1
日（
土
）

�

13
時
30
分
開
演

〔
場
所
〕文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

宮
崎
柳
沢
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

会
長　

黒く
ろ

相そ
う　

三み

好よ
し

　
宮
崎
柳
沢
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
当

地
区
の
10
自
治
会
、
約
千
700
世
帯
を
母
体
と

し
、
地
区
内
の
住
民
が
、
相
互
協
力
し
て
、

地
域
社
会
の
福
祉
増
進
を
は
か
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　
例
年
、
主
な
行
事
と
し
て
、
高
齢
者
を
招

待
し
、
食
事
を
共
に
し
な
が
ら
の
芸
能
鑑

賞
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
や
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
で

盛
り
上
が
る
お
楽
し
み
会
、
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
友
愛
訪
問
や
、
暮
ら

し
に
不
自
由
を
感
じ
て
い
る
方
へ
の
相
談
や

ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
当

地
区
も
一
部
で
は
新
規
住
宅
が
建
設
さ
れ
、

新
規
入
居
者
も
あ
り
ま
す
が
、
大
局
的
に

は
、
少
子
高
齢
化
が
か
な
り
の
ス
ピ
ー
ド
で
進

行
し
て
お
り
、
今
後
さ
ら
な
る
地
域
社
会
の
連

携
、
助
け
合
い
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
社

会
福
祉
協
議
会
と
し
て
も
サ
ポ
ー
ト
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
地
域
に
住
む
人
み
ん

な
で
何
が
で
き
る
か
を
考
え
、
ふ
れ
あ
い
の
機

会
を
で
き
る
だ
け
増
や
し
、
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
輪
を
広
げ
、
み
ん
な
で
つ
く
る
豊
か
な
福

祉
社
会
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

「
み
ん
な
で
つ
く
る
豊
か
な
福
祉
社
会
」

わたしのまちの地区社協⑨ ～宮崎柳沢地区社協～

　
善
意
の
寄
付
で
寄
せ
ら
れ
た
紙

お
む
つ
等
を
必
要
な
方
や
そ
の
ご

家
族
に
抽
選
で
差
し
上
げ
ま
す
。

「
往
復
は
が
き
」
に
①
住
所
②
氏

名
③
電
話
番
号
④
年
齢
⑤
希
望
商

品
（
お
む
つ
又
は
パ
ッ
ド
）
を
明

記
の
上
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
厳
正
な
る
抽
選
の
う
え
、
は
が

き
で
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

必
ず
「
往
復
は
が
き
」
に
て
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

　
サ
イ
ズ
、
種
類
は
ご
希
望
に
添

え
な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

〔
応
募
で
き
る
方
〕

　�

市
内
在
住
で
、
社
会
福
祉
協
議

会
事
務
局
へ
直
接
受
け
取
り
が

で
き
る
方

〔
配
布
人
数
〕
お
む
つ
２
名

　
パ
ッ
ド
６
名

〔
応
募
先
〕

　
〒
278-

0003
野
田
市
鶴
奉
5

−

1

　
野
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
障
が

い
の
あ
る
方
の
社
会
参
加
促
進
と
市
民
の

利
便
性
の
確
保
を
目
的
に
、
野
田
市
斎
場

内
で
斎
場
売
店
「
セ
レ
・
シ
ョ
ッ
プ
や
す

ら
ぎ
」
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
７
名
の
障
が
い
の
あ
る
方
が

就
労
に
向
け
て
、
日
々
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し

て
お
り
、
お
客
様
の
ご
用
命
ひ
と
つ
ひ
と

つ
が
、
障
が
い
の
あ
る
方
一
人
ひ
と
り
の

貴
重
な
社
会
参
加
へ
の
支
援
と
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
ご
利
用
の
件
数
は

限
ら
れ
て
お
り
、
支
援
に
必
要
な
作
業
量

を
確
保
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

斎場売店

「セレ・ショップやすらぎ」のご案内
　
ま
た
、
精
神
障
が
い
の
あ
る
方
に
理
解
が
あ

り
、
運
営
の
支
援
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
一
人
で
も
多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ま
に
ご
利

用
い
た
だ
く
こ
と

が
福
祉
の
輪
を
広

げ
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、「
セ
レ
・

シ
ョ
ッ
プ
や
す
ら

ぎ
」
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　�

野
田
市
社

会
福
祉
協

議
会

〔
応
募
締
切
〕

　�

平
成
30
年

11
月
16
日

(

金)

ラジオでもおなじみの「まむしさん」

馬風師匠の豪快な落語は必見！

みんなでストレッチ

飲み物、軽食、お菓子、仏具を取り扱っています

寄付の受け入れも受付しています
（新品未開封に限ります）

豪
華
共
演
ふ
た
た
び

　
鈴
々
舎
馬
風
と
毒
蝮
三
太
夫
来
た
る

入場無料

紙
お
む
つ
差
し
上
げ
ま
す
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〔応募方法〕　郵便はがきに切り取った絵柄を貼って、7つの間違いを赤色の〇で囲み、必要事項（①氏名
〈フリガナ〉、②住所、③電話番号、④年齢、⑤性別、⑥「社福のだ」の感想を明記のうえ、ご応募ください。
　正解者の中から、抽選で5名の方に粗品をプレゼントします。
　ご応募いただいた方の個人情報は、他の目的で使用することは一切ありません。

　市民のみなさまから心のこもった温かい寄
付が寄せられました。みなさまのご厚意に厚
くお礼申し上げます。

〔金　品〕
●長寿クラブ様	 5,000円
●匿名様	 11,800円

〔物　品〕
●二川地区社会福祉協議会様	 座椅子24脚
●林崎房江様	 タオル25枚
●窪田洋子様	 おむつ36枚、ﾊﾟｯﾄﾞ54枚
●野田市いきいきクラブ北部支部女性委員様
	 タオル353枚、他75点
●石川隆様	 おむつ126枚、ﾊﾟｯﾄﾞ280枚
●匿名様
	 おむつ204枚、ﾊﾟｯﾄﾞ1,887枚　他33点

〔福祉施設へ指定寄付〕
●㈱日本総合開発様	 お菓子	34,090円相当
●ジュピター関宿店様	 お菓子	23,180円相当
	 （平成30年10月5日現在）

素材提供：【幼児の学習素材館】http://happylilac.net
キリトリ

　スマートフォンの普及により、Twitter、
FacebookといったSNS（ソーシャル・ネット

　家族や生活のこと、仕事や学校のこと、どこに
相談すればよいか分からない悩みや不安をお持ち
の方、気軽にご相談ください。
　経験豊富な民生委員が相談に応じます。

ワーキング・サービス）
が、急速に広がりをみせ
ています。
　SNSは、タイムリーな

〔日　時〕毎週火曜日・第１金曜日
	 13時から16時まで
〔場　所〕総合福祉会館相談室

　以下の職種の臨時職員を募集しています。

①学童保育所代替指導員
〔条　件〕児童福祉に理解と熱意がある方

〔就業場所、時間〕�市内17学童保育所いずれか
平日：13時から19時の間、学
校休業日：８時から19時の間

〔時給〕1,090円

②成年後見支援センター専門員
〔勤務内容〕権利擁護事業に関わる相談援助業務

〔応募資格〕�相談援助業務に関心のある方（社
会福祉士、精神保健福祉士尚可）、
普通自動車免許

〔時給〕1,150円（有資格者1,250円）

〔採用予定〕平成31年1月

③ガイドヘルパー
〔条　件〕�同行援護従業者養成研修受講者もし

くは視覚障がい者に理解と熱意があ
る方

〔時給〕1,150円

④業務補助員(障がい者雇用)
〔勤務内容〕清掃業務など

〔時給〕900円
～～～～～～～応募方法～～～～～～～～～

〔雇用期間〕平成31年3月31日まで
	 （年度毎の契約更新の可能性あり）

〔応募方法〕�履歴書（3か月以内の写真添付）を
社会福祉協議会に提出

〔応募締切〕
平成30年11月30日(金)
※	応募上の注意：間違いの箇
所がはっきりと分かるよう
赤色の〇で囲んでください。

〔応募先〕〒278-0003　
　　　　野田市鶴奉5-1
　　　　野田市社会福祉協議会

情報を迅速に伝えられ、災害時などに特に効
力を発揮することから、社会福祉協議会で
も、SNSを開設しています。ぜひ、ご覧くだ
さい。

〔発行〕社会福祉法人野田市社会福祉協議会
　TEL	04-7124-3939　FAX	04-7124-8883
　URL:http://www.nodasyakyo.or.jp

野田市社協 検索

職員募集

SNSでタイムリーな情報を発信

1人で悩まずに、心配ごと相談へ

寄せられた善意




